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(57)【要約】
【課題】ＬＥＤランプの未装着状態を検出して初期光束
補正機能における累積点灯時間のリセットを行う構成に
ついて、回路の高圧化を要さずに誤検出の防止を可能と
するＬＥＤ点灯装置を提供する。
【解決手段】ＬＥＤ点灯装置（１）は、目標電流値に応
じた出力電流をＬＥＤランプ（２）に供給可能な直流電
源回路（２０、２５、４０）と、直流電源回路の出力電
圧を検出する検出回路（３０）と、ＬＥＤランプの累積
点灯時間を取得する点灯時間取得部（５１）、累積点灯
時間に応じて目標電流値を決定する目標電流決定部（５
２）、検出回路によって検出される出力電圧が閾値未満
となったことに基づいて直流電源回路の出力短絡状態を
判別して累積点灯時間を初期値にリセットする短絡検出
リセット部（５３）を有する初期光束補正回路（５０）
を備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤ点灯装置であって、
　目標電流値に応じた出力電流をＬＥＤランプに供給可能な直流電源回路と、
　前記直流電源回路の出力電圧を検出する検出回路と、
　前記ＬＥＤランプの累積点灯時間を取得する点灯時間取得部、前記累積点灯時間に応じ
て前記目標電流値を決定する目標電流決定部、及び前記検出回路によって検出される出力
電圧が閾値未満となったことに基づいて前記直流電源回路の出力短絡状態を判別して前記
累積点灯時間を初期値にリセットする短絡検出リセット部を有する初期光束補正回路と
を備えたＬＥＤ点灯装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＬＥＤ点灯装置であって、
　前記直流電源回路の出力ライン間に接続された短絡スイッチ回路を更に備え、
　前記短絡スイッチ回路が、前記ＬＥＤランプが前記ＬＥＤ点灯装置に装着されている場
合には開放され、前記ＬＥＤランプが前記ＬＥＤ点灯装置から取り外された場合には閉成
されて前記出力ライン間を短絡するように構成された、ＬＥＤ点灯装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のＬＥＤ点灯装置において、
　前記短絡スイッチ回路が、入力端子及び基準端子が前記直流電源回路の高電位側出力ラ
イン及び低電位側出力ラインにそれぞれ接続されたトランジスタと、前記制御回路の所定
電源と前記トランジスタの制御端子との間に接続された抵抗と、少なくとも前記制御端子
に接続された点灯装置側配線とを備え、
　前記ＬＥＤランプがランプ側配線を含み、
　前記ＬＥＤランプが前記ＬＥＤ点灯装置に装着されている場合には、前記点灯装置側配
線と前記ランプ側配線が接続され、前記制御端子が前記点灯装置側配線及び前記ランプ側
配線を介して前記低電位側出力ライン及び前記基準端子と同電位となることにより前記ト
ランジスタがオフされ、前記ＬＥＤランプが前記ＬＥＤ点灯装置から取り外された場合に
は、前記点灯装置側配線と前記ランプ側配線が分断されて前記点灯装置側配線が開回路を
形成することにより前記トランジスタがオンされるように構成された、ＬＥＤ点灯装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のＬＥＤ点灯装置において、
　前記高電位側出力ライン及び前記低電位側出力ラインが前記ＬＥＤランプのＬＥＤアレ
イのアノード端及びカソード端にそれぞれ接続されるように構成され、前記ランプ側配線
が前記カソード端に接続された、ＬＥＤ点灯装置。
【請求項５】
　請求項２に記載のＬＥＤ点灯装置において、
　前記短絡スイッチ回路が、前記直流電源回路の高電位側出力ラインに接続された第１の
導電部材、前記直流電源回路の低電位側出力ラインに接続されて前記第１の導電部材から
離隔した第２の導電部材、及び可動導電部材を備え、
　前記ＬＥＤランプが前記ＬＥＤ点灯装置に装着されている場合には前記可動導電部材が
前記第１及び第２の導電部材の少なくとも一方と非接触となり、前記ＬＥＤランプが前記
ＬＥＤ点灯装置から取り外された場合には前記可動導電部材が前記第１及び第２の導電部
材の双方に接触するように構成された、ＬＥＤ点灯装置。
【請求項６】
　請求項２に記載のＬＥＤ点灯装置において、
　前記短絡スイッチ回路が、前記直流電源回路の高電位側出力ラインに接続された第１の
導電部材、及び前記直流電源回路の低電位側出力ラインに接続された第２の導電部材を備
え、
　前記ＬＥＤランプが絶縁部材を備え、
　前記ＬＥＤランプが前記ＬＥＤ点灯装置に装着されている場合には前記第１の導電部材
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と前記第２の導電部材の間に前記絶縁部材が挿入されて前記第１の導電部材と前記第２の
導電部材が絶縁され、前記ＬＥＤランプが前記ＬＥＤ点灯装置から取り外された場合には
前記第１の導電部材と前記第２の導電部材が接触して導通するように構成された、ＬＥＤ
点灯装置。
【請求項７】
　請求項１に記載のＬＥＤ点灯装置において、前記ＬＥＤランプの未装着時に前記直流電
源回路の前記出力ライン間がユーザ操作によって短絡されるように構成された、ＬＥＤ点
灯装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のＬＥＤ点灯装置であって、
　前記出力ラインの一方に一端が接続された第１の出力配線と、
　前記第１の出力配線の他端に接続された第１のコネクタと、
　前記出力ラインの他方に一端が接続された第２の出力配線と、
　前記第２の出力配線の他端に接続された第２のコネクタと
を更に備え、前記第１のコネクタと前記第２のコネクタとが接続可能に構成され、前記Ｌ
ＥＤランプの未装着時に前記第１のコネクタが前記第２のコネクタに接続されることによ
り、前記出力ラインの一方と他方とが短絡されるように構成された、ＬＥＤ点灯装置。
【請求項９】
　請求項７に記載のＬＥＤ点灯装置であって、
　前記出力ラインの一方に一端が接続された出力配線と、
　前記出力配線の他端に接続されたコネクタと、
　前記出力ラインの他方に接続された出力端子と
を更に備え、前記コネクタと前記出力端子とが接続可能に構成され、前記ＬＥＤランプの
未装着時に前記コネクタが前記出力端子に接続されることにより、前記出力ラインの一方
と他方とが短絡されるように構成された、ＬＥＤ点灯装置。
【請求項１０】
　請求項７に記載のＬＥＤ点灯装置であって、ユーザ操作可能な短絡用治具を更に備え、
該短絡用治具が、第１及び第２の接触部と、該第１及び第２の接触部の間に接続された導
体部と、該導体部の少なくとも一部を覆う絶縁部とを備え、
　前記ＬＥＤランプの未装着時に、前記出力ラインの端部を形成する第１及び第２の出力
端子が露出するように構成され、露出された前記第１及び第２の出力端子に前記第１及び
第２の接触部がそれぞれ接触されて前記出力ライン間が短絡されるように構成された、Ｌ
ＥＤ点灯装置。
【請求項１１】
　請求項７に記載のＬＥＤ点灯装置であって、前記出力ライン間に接続されたユーザ操作
可能なＯＮ／ＯＦＦスイッチを更に備え、前記ＬＥＤランプの未装着時に前記ＯＮ／ＯＦ
Ｆスイッチがオンされた場合に前記出力ライン間が短絡されるように構成されたＬＥＤ点
灯装置。
【請求項１２】
　請求項７に記載のＬＥＤ点灯装置であって、ダミーモジュールを更に備え、
　前記ダミーモジュールが、前記ＬＥＤランプにおけるＬＥＤアレイが短絡配線に置き換
えられたもの又は前記ＬＥＤランプにおけるＬＥＤアレイが短絡配線によって短絡された
ものに対応し、前記ＬＥＤランプの代わりに前記ダミーモジュールが前記ＬＥＤ点灯装置
に装着されることによって前記出力ライン間が短絡されるように構成されたＬＥＤ照明装
置。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載のＬＥＤ点灯装置において、前記短絡検出リセ
ット部が出力短絡状態を判別した場合に、前記目標電流決定部が前記目標電流値を低減さ
せるように構成された、ＬＥＤ点灯装置。
【請求項１４】
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　請求項１から１３のいずれか一項に記載のＬＥＤ点灯装置と、前記ＬＥＤランプとを備
えたＬＥＤ照明装置。
【請求項１５】
　請求項７に記載のＬＥＤ点灯装置及び前記ＬＥＤランプを備えたＬＥＤ照明装置であっ
て、
　前記ＬＥＤランプが、該ＬＥＤランプの第１及び第２の入力端子間に、ＬＥＤアレイ及
び該ＬＥＤアレイに逆並列接続されたダイオードを備え、
　前記ＬＥＤ点灯装置の前記出力ラインの端部が第１及び第２の出力端子を形成し、
　前記第１及び第２の出力端子がそれぞれ前記第１及び第２の入力端子に対して直接に又
は配線を介して接続可能に構成されるとともに、前記第１及び第２の出力端子がそれぞれ
前記第２及び第１の入力端子に対して直接に又は配線を介して接続可能に構成された、Ｌ
ＥＤ照明装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のＬＥＤ照明装置において、前記短絡検出リセット部が出力短絡状態
を判別した場合に、前記目標電流決定部が前記目標電流値を低減させるように構成された
、ＬＥＤ照明装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ点灯装置及びそれを用いたＬＥＤ照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、ＬＥＤ等の光源の点灯装置を開示する。点灯装置は、光源を点灯する点
灯回路、光源の点灯時間を計数する点灯時間計測手段、点灯時間計測手段が計数する点灯
時間に応じて点灯回路を初期照度補正制御して光源の光出力を一定に制御する初期照度補
正制御手段等を備える。また、点灯装置はリセット手段を備える。リセット手段は、初期
照度補正制御の累積点灯時間タイマの累積点灯時間を初期設定状態すなわち初期化状態に
戻すための手段であり、照明ランプを新品に交換した際に初期照度補正制御手段の累積点
灯時間をリセットして初期化し、初期照度補正制御を再度最初から行えるように構成され
る。リセット手段には、例えば、無負荷状態検出手段に応動する構成が採用される。
【０００３】
　また、一般的に、無負荷状態の検出は、点灯装置の出力開放を検出することによって行
われる。具体的には、点灯装置の出力電圧を検出する回路によって検出される出力電圧と
閾値とを比較する回路が設けられ、検出される出力電圧が閾値を超えた場合に出力開放が
特定される（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１１１５９１号公報
【特許文献２】特開２０１３－１３４８４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記のように、出力開放検出を用いてＬＥＤランプの非装着状態を検出して累
積点灯時間のリセットを行う構成には、出力開放の誤検出防止と点灯回路の高圧化抑制と
を両立できないという問題がある。出力開放を検出するには、点灯回路の出力電圧が、Ｌ
ＥＤの順方向電圧Ｖｆよりも高い閾値を超えたことを検出する必要がある。ここで、閾値
が低めに設定された場合、閾値とＬＥＤ順方向電圧Ｖｆとの差が小さくなり、順方向電圧
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Ｖｆが高めにばらつくＬＥＤについて、有負荷が無負荷と検出されてしまう誤検出の原因
となる。この誤検出によって累積点灯時間がリセットされると、ＬＥＤの現実の累積点灯
時間に対して制御上の累積点灯時間が短くなるため、光束が必要以上に低減され、所望の
明るさが得られなくなる。しかも、累積点灯時間のリセットが一旦行われると、その後の
長い点灯期間に対して光束が不足することとなり、基本的な照明機能が果たされなくなる
。したがって、このような誤検出は防止されなくてはならない。また、閾値が高めに設定
された場合には、誤検出の可能性は低減されるが、点灯回路の出力電圧も高く設定される
必要が生じる。このような点灯回路出力の高圧化に起因して、点灯開始時のラッシュ電流
の増加、点灯回路の高耐圧化に伴う高コスト化及び大型化等の問題が生じる。このように
、累積点灯時間のリセットに関して、出力開放検出を用いてＬＥＤランプの未装着状態を
検出する構成には、誤検出又は回路高圧化の問題が伴う。
【０００６】
　そこで、本発明は、ＬＥＤランプの未装着状態を検出して初期光束補正機能における累
積点灯時間のリセットを行う構成について、回路の高圧化を要さずに誤検出の防止を可能
とするＬＥＤ点灯装置及びそれを用いたＬＥＤ照明装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のＬＥＤ点灯装置は、目標電流値に応じた出力電流をＬＥＤランプに供給可能な
直流電源回路と、直流電源回路の出力電圧を検出する検出回路と、ＬＥＤランプの累積点
灯時間を取得する点灯時間取得部、累積点灯時間に応じて目標電流値を決定する目標電流
決定部、及び検出回路によって検出される出力電圧が閾値未満となったことに基づいて直
流電源回路の出力短絡状態を判別して累積点灯時間を初期値にリセットする短絡検出リセ
ット部を有する初期光束補正回路とを備える。
【０００８】
　上記ＬＥＤ点灯装置によると、短絡検出リセット部が、出力電圧が閾値未満となったこ
とに基づいて直流電源回路の出力短絡状態を判別して累積点灯時間を初期値にリセットす
る。通常、ＬＥＤランプの順方向電圧Ｖｆと出力短絡電圧（実質的にゼロ）との差は充分
に大きいため、閾値を順方向電圧Ｖｆ及び出力短絡電圧の双方から離れた値に設定するこ
とができ、誤検出が防止される。また、直流電源回路の出力電圧は順方向電圧Ｖｆを確保
できる程度の電圧であればよく、リセット機能の付加に伴う回路の高圧化は不要である。
したがって、ＬＥＤランプの未装着状態を検出して初期光束補正機能における累積点灯時
間のリセットを行う構成について、回路の高圧化を要さずに誤検出を防止することが可能
となる。
【０００９】
　第１から第３の形態のＬＥＤ点灯装置は、直流電源回路の出力ライン間に接続された短
絡スイッチ回路更に備え、短絡スイッチ回路は、ＬＥＤランプがＬＥＤ点灯装置に装着さ
れている場合には開放され、ＬＥＤランプがＬＥＤ点灯装置から取り外された場合には閉
成されて出力ライン間を短絡するように構成される。これにより、ＬＥＤランプが未装着
である場合には常に出力短絡状態が得られるので、初期光束補正機能の有無を認識してい
ないユーザ又は初期光束補正機能に関する知識を有しないユーザによってもＬＥＤランプ
交換の際に確実に累積点灯時間のリセットが実行される。また、ＬＥＤランプの未装着時
にＬＥＤ点灯装置の出力端に開放電圧が発生せず、感電の可能性が回避される。
【００１０】
　第１の形態のＬＥＤ点灯装置では、短絡スイッチ回路は、入力端子及び基準端子が直流
電源回路の高電位側出力ライン及び低電位側出力ラインにそれぞれ接続されたトランジス
タと、所定の制御電源とトランジスタの制御端子との間に接続された抵抗と、少なくとも
制御端子に接続された点灯装置側配線とを備え、ＬＥＤランプがランプ側配線を含み、Ｌ
ＥＤランプがＬＥＤ点灯装置に装着されている場合には点灯装置側配線とランプ側配線が
接続され、制御端子が点灯装置側配線及びランプ側配線を介して低電位側出力ライン及び
基準端子と同電位となることによりトランジスタがオフされ、ＬＥＤランプがＬＥＤ点灯
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装置から取り外された場合には点灯装置側配線とランプ側配線が分断されて点灯装置側配
線が開回路を形成することによりトランジスタがオンされるように構成される。これによ
り、上述した誤検出の防止、回路高圧化の回避、確実なリセットの実行及び感電の防止の
効果が簡素な電気的構成で実現される。
【００１１】
　ここで、高電位側出力ライン及び低電位側出力ラインがＬＥＤランプのＬＥＤアレイの
アノード端及びカソード端にそれぞれ接続されるように構成され、ランプ側配線がカソー
ド端に接続されることが好ましい。これにより、点灯装置側配線の本数及びＬＥＤ点灯装
置とＬＥＤランプの間の配線数が最小化される。
【００１２】
　第２の形態のＬＥＤ点灯装置では、短絡スイッチ回路は、直流電源回路の高電位側出力
ラインに接続された第１の導電部材、直流電源回路の低電位側出力ラインに接続されて第
１の導電部材から離隔した第２の導電部材、及び可動導電部材を備え、ＬＥＤランプがＬ
ＥＤ点灯装置に装着されている場合には可動導電部材が第１及び第２の導電部材の少なく
とも一方と非接触となり、ＬＥＤランプがＬＥＤ点灯装置から取り外された場合には可動
導電部材が第１及び第２の導電部材の双方に接触するように構成される。これにより、上
述した誤検出の防止、回路高圧化の回避、確実なリセットの実行及び感電の防止の効果が
簡素な機械的構成で実現される。
【００１３】
　第３の形態のＬＥＤ点灯装置では、短絡スイッチ回路は、直流電源回路の高電位側出力
ラインに接続された第１の導電部材、及び直流電源回路の低電位側出力ラインに接続され
た第２の導電部材を備え、ＬＥＤランプが絶縁部材を備え、ＬＥＤランプがＬＥＤ点灯装
置に装着されている場合には第１の導電部材と第２の導電部材の間に絶縁部材が挿入され
て第１の導電部材と第２の導電部材が絶縁され、ＬＥＤランプがＬＥＤ点灯装置から取り
外された場合には第１の導電部材と第２の導電部材が接触して導通するように構成される
。これにより、上述した誤検出の防止、回路高圧化の回避、確実なリセットの実行及び感
電の防止の効果が簡素な機械的構成で実現される。
【００１４】
　第４から第７の形態のＬＥＤ点灯装置は、ＬＥＤランプの未装着時に直流電源回路の出
力ライン間がユーザ操作によって短絡されるように構成される。これにより、出力ライン
間を短絡するリセット操作が簡便な態様で実行可能となる。
【００１５】
　第４の形態のＬＥＤ点灯装置は、出力ラインの一方に一端が接続された第１の出力配線
と、第１の出力配線の他端に接続された第１のコネクタと、出力ラインの他方に一端が接
続された第２の出力配線と、第２の出力配線の他端に接続された第２のコネクタとを更に
備え、第１のコネクタと第２のコネクタとが接続可能に構成され、ＬＥＤランプの未装着
時に第１のコネクタが第２のコネクタに接続されることにより、出力ラインの一方と他方
とが短絡されるように構成される。あるいは、ＬＥＤ点灯装置は、出力ラインの一方に一
端が接続された出力配線と、出力配線の他端に接続されたコネクタと、出力ラインの他方
に接続された出力端子とを更に備え、コネクタと出力端子とが接続可能に構成され、ＬＥ
Ｄランプの未装着時にコネクタが出力端子に接続されることにより、出力ラインの一方と
他方とが短絡されるように構成される。この構成によって、累積点灯時間リセット機能を
有しないＬＥＤ照明装置に対する追加部品が不要であり、コストアップが回避される。ま
た、コネクタの結合により、ＬＥＤ点灯装置の出力短絡状態を長時間保持することが容易
となる。また、ＬＥＤランプの未装着期間に上記コネクタの結合が保持されることにより
、出力配線端又は出力端子へのユーザの接触による感電のおそれをなくすことができる。
【００１６】
　第５の形態のＬＥＤ点灯装置では、ユーザ操作可能な短絡用治具が更に提供され、短絡
用治具は、第１及び第２の接触部と、第１及び第２の接触部の間に接続された導体部と、
導体部の少なくとも一部を覆う絶縁部とを備え、ＬＥＤランプの未装着時に、出力ライン
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の端部を形成する第１及び第２の出力端子が露出するように構成され、露出された第１及
び第２の出力端子に第１及び第２の接触部がそれぞれ接触されて出力ライン間が短絡され
るように構成される。このような短絡用治具は簡素な構成で作製可能であるので、高い汎
用性のＬＥＤ点灯装置が得られる。
【００１７】
　第６の形態のＬＥＤ点灯装置は、出力ライン間に接続されたユーザ操作可能なＯＮ／Ｏ
ＦＦスイッチを更に備え、ＬＥＤランプの未装着時にＯＮ／ＯＦＦスイッチがオンされた
場合に出力ライン間が短絡されるように構成される。このようなＯＮ／ＯＦＦスイッチは
操作が容易であり、確実なリセット操作が促進される。また、ＬＥＤランプの未装着期間
にＯＮ／ＯＦＦスイッチがオン状態に保持されることにより、ＬＥＤ点灯装置の出力端に
開放電圧が発生せず、感電の可能性が回避される。
【００１８】
　第７の形態のＬＥＤ点灯装置では、ダミーモジュールが更に提供され、ダミーモジュー
ルが、ＬＥＤランプにおけるＬＥＤアレイが短絡配線に置き換えられたもの又はＬＥＤラ
ンプにおけるＬＥＤアレイが短絡配線によって短絡されたものに対応し、ＬＥＤランプの
代わりにダミーモジュールがＬＥＤ点灯装置に装着されることによって出力ライン間が短
絡されるように構成される。このように、累積点灯時間のリセット機能を有しない構成に
対して、短絡配線以外に実質的な追加部品が不要であり、コストアップが回避される。ま
た、ダミーモジュールはＬＥＤランプと同様にＬＥＤ点灯装置に保持可能な構成であるこ
とから、ＬＥＤ点灯装置の出力短絡状態を長時間保持することが容易となる。また、ダミ
ーモジュールは、ＬＥＤランプの未装着時に出力端子又は出力配線端が露出されないよう
にするカバーとしても機能し、出力端子又は出力配線端へのユーザの接触による感電のお
それをなくすことができる。特に、ＬＥＤ点灯装置とＬＥＤランプが一体化される構成の
場合、ＬＥＤ点灯装置の回路の露出が防止され、回路への異物の付着等に起因する故障を
防止することができる。
【００１９】
　本発明のＬＥＤ照明装置は、上記第１から第７の形態のいずれかのＬＥＤ点灯装置と、
ＬＥＤランプとを備える。上述したように、ＬＥＤランプがＬＥＤ点灯装置から取り外さ
れたことを検出して初期光束補正機能における累積点灯時間のリセットを行う構成が、回
路の高圧化を要さずに誤検出を防止するように構成されるので、初期光束補正機能を適切
に実行できるＬＥＤ照明装置が実現される。
【００２０】
　第８の形態としてのＬＥＤ照明装置では、ＬＥＤランプが、その第１及び第２の入力端
子間に、ＬＥＤアレイ及びそのＬＥＤアレイに逆並列接続されたダイオードを備え、ＬＥ
Ｄ点灯装置の出力ラインの端部が第１及び第２の出力端子を形成し、第１及び第２の出力
端子がそれぞれ第１及び第２の入力端子に対して直接に又は配線を介して接続可能に構成
されるとともに、第１及び第２の出力端子がそれぞれ第２及び第１の入力端子に対して直
接に又は配線を介して接続可能に構成される。これにより、交換前後のいずれかのＬＥＤ
ランプが本形態のＬＥＤランプであればリセット操作が可能となり、ユーザは、リセット
操作のために新品ＬＥＤランプ以外に新たな部材を用意する必要がなく、リセット操作の
簡便性が得られる。
【００２１】
　また、上記いずれかの形態のＬＥＤ点灯装置又はＬＥＤ照明装置において、短絡検出リ
セット部が出力短絡状態を判別した場合に、目標電流決定部が目標電流値を低減させるよ
うに構成してもよい。これにより、出力短絡中の直流電源回路の動作がより安定化される
。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】第１の実施形態によるＬＥＤ点灯装置及びＬＥＤ照明装置を示す図である。
【図２】第１の実施形態によるＬＥＤ点灯装置及びＬＥＤ照明装置の動作を示す図である
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。
【図３】第１の実施形態における短絡スイッチ回路の一変形例を示す図である。
【図４Ａ】第２の実施形態における短絡スイッチ回路を説明する図である。
【図４Ｂ】第２の実施形態における短絡スイッチ回路を説明する図である。
【図５Ａ】第３の実施形態における短絡スイッチ回路を説明する図である。
【図５Ｂ】第３の実施形態における短絡スイッチ回路を説明する図である。
【図６Ａ】第４の実施形態によるＬＥＤ点灯装置を説明する図である。
【図６Ｂ】第４の実施形態によるＬＥＤ点灯装置を説明する図である。
【図７】第５の実施形態によるＬＥＤ点灯装置を説明する図である。
【図８】第６の実施形態によるＬＥＤ点灯装置を説明する図である。
【図９】第７の実施形態によるＬＥＤ点灯装置を説明する図である。
【図１０Ａ】第８の実施形態によるＬＥＤ照明装置を説明する図である。
【図１０Ｂ】第８の実施形態によるＬＥＤ照明装置を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
＜第１の実施形態＞
　図１に、第１の実施形態によるＬＥＤ点灯装置１及びＬＥＤ照明装置３の回路図を示す
。ＬＥＤ点灯装置１及びＬＥＤランプ２によってＬＥＤ照明装置３が構成される。ＬＥＤ
点灯装置１は商用電源等の交流電源ＡＣから給電され、ＬＥＤ点灯装置１によって生成さ
れる直流出力電流が出力端子Ｔ１及びＴ２、出力配線Ｗ１及びＷ２並びに入力端子Ｔ３及
びＴ４を介してＬＥＤランプ２に供給される。なお、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１
に直接装着される一体構成の場合には、出力配線Ｗ１及びＷ２は不要である。ＬＥＤラン
プ２は、直列接続又は直並列接続されたＬＥＤアレイ２ａを備えたＬＥＤモジュールであ
り、ＬＥＤアレイ２ａのアノード端及びカソード端に入力端子Ｔ３及びＴ４がそれぞれ接
続される。端子Ｔ５及びＴ６並びに配線Ｗ３については後述する。なお、以降に説明する
各図において、実質的に同様の構成要素には同じ符号を付し、その重複する説明を省略す
る。また、各図は模式図であり、寸法通りではない。
【００２４】
　ＬＥＤ点灯装置１は、入力回路１０、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０、補助電源回路２５、
検出回路３０、制御回路４０、初期光束補正回路５０及び短絡スイッチ回路６０を備え、
交流電源ＡＣから供給される交流入力を所定の直流出力に変換してそれをＬＥＤランプ２
に供給する。なお、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０、補助電源回路２５及び制御回路４０を併
せて直流電源回路ともいう。
【００２５】
　入力回路１０は、ダイオードブリッジ１１及び入力コンデンサ１２を備える。交流入力
電圧がダイオードブリッジ１１によって全波整流され、入力コンデンサ１２には脈流電圧
が現われる。なお、直流電源からの直流電圧がＬＥＤ点灯装置１に入力される場合には入
力回路１０は不要である。
【００２６】
　ＤＣ／ＤＣコンバータ２０は、スイッチング素子２１（ＭＯＳＦＥＴ）、トランス２２
、ダイオード２３及び出力コンデンサ２４を備え、スイッチング素子２１のＰＷＭ駆動に
よってＬＥＤランプ２に直流電力を供給する。ＤＣ／ＤＣコンバータ２０は、本実施形態
においては絶縁型フライバックコンバータからなり、力率改善機能を持つ、いわゆるワン
コンバータ方式のフライバック回路を構成する。なお、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０は、バ
ックコンバータ、バックブーストコンバータ等、他の形式のコンバータであってもよい。
【００２７】
　スイッチング素子２１のオン期間にトランス２２の一次巻線によってエネルギーが蓄積
され、スイッチング素子２１のオフ期間にそのエネルギーがトランス２２の二次巻線側か
らダイオード２３を介して出力コンデンサ２４に充電される。ＤＣ／ＤＣコンバータ２０
の出力電力は、スイッチング素子２１のＰＷＭ制御におけるオンデューティ（デューティ
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比）、一次巻線に対する二次巻線の巻数比等によって決まる。スイッチング素子２１は、
後述するスイッチング制御用の制御ＩＣ４９によって駆動される。
【００２８】
　なお、以降の説明において、入力コンデンサ１２の低電位電極側ノードを一次側グラン
ドＧ１といい、出力コンデンサ２４の低電位電極側ノードを二次側グランドＧ２というも
のとする。また、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０の高電位側出力ラインを出力ラインＬ１とい
い、低電位側出力ラインを出力ラインＬ２という。また、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０の出
力電流を単に「出力電流」といい、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０の出力電圧を単に「出力電
圧」という。各実施形態において、ＬＥＤランプ２の点灯時においては、出力電流はＬＥ
Ｄ電流に等しく、出力電圧はＬＥＤアレイ２ａの順方向電圧Ｖｆに等しいものとする。
【００２９】
　補助電源回路２５は、トランス２２の補助巻線Ｓ１、ダイオード２６及び定電圧回路２
７を有する一次側回路、並びにトランス２２の補助巻線Ｓ２、ダイオード２８及び定電圧
回路２９を有する二次側回路を備える。一次側回路は一次側グランドＧ１を基準電位とし
、二次側回路は二次側グランドＧ２を基準電位とする。補助電源回路２５は、スイッチン
グ素子２１のスイッチング動作に基づいて制御回路４０及び初期光束補正回路５０の制御
電源を生成する。補助巻線Ｓ１に発生する電圧が、ダイオード２６及び定電圧回路２７に
よって定電圧化され、制御電源Ｖｃｃ１として制御回路４０のフォトカプラ４８の後段側
回路に供給される。同様に、補助巻線Ｓ２に発生する電圧が、ダイオード２８及び定電圧
回路２９によって定電圧化され、制御電源Ｖｃｃ２として制御回路４０のフォトカプラ４
８の前段側回路に供給される。定電圧回路２７及び２９は、三端子レギュレータ、シリー
ズレギュレータ、ツェナーダイオード等を含むものであればよい。なお、制御電源Ｖｃｃ
１は、ダイオードブリッジ１１の高電位側出力端から不図示の降圧抵抗を介しても給電さ
れる。
【００３０】
　検出回路３０は、抵抗３１及び３２からなる電圧検出回路並びに電流検出抵抗３３から
なる電流検出回路を含み、二次側グランドＧ２を基準電位とする。電圧検出回路（抵抗３
１及び３２）は出力コンデンサ２４に並列接続された分圧抵抗回路からなり、出力電圧に
比例した電圧が抵抗３２に発生する。電流検出抵抗３３は二次側グランドＧ２と出力ライ
ンＬ２との間に挿入された低抵抗素子からなり、出力電流に比例した電圧が電流検出抵抗
３３に発生する。二次側グランドＧ２と出力ラインＬ２とは、電流検出抵抗３３に発生す
る電圧分だけ電位が異なるが、後述する出力短絡の検出に関しては、二次側グランドＧ２
と出力ラインＬ２とは実質的に同電位であるものとする。
【００３１】
　制御回路４０は、オペアンプ４１及び４２、ダイオード４３及び４４、電圧源４５、定
電圧源４６、抵抗４７、フォトカプラ４８（フォトダイオード４８ｄ及びフォトトランジ
スタ４８ｔ）及び制御ＩＣ４９を含む。フォトダイオード４８ｄの前段回路は、制御電源
Ｖｃｃ２の供給を受けて二次側グランドＧ２を基準電位として動作する。フォトトランジ
スタ４８ｔの後段回路は、制御電源Ｖｃｃ１の供給を受けて一次側グランドＧ１を基準電
位として動作する。概略として、オペアンプ４１は出力電流を一定化させる機能を担う定
電流制御用のオペアンプであり、オペアンプ４２は出力電圧を一定化させる機能を担う定
電圧制御用のオペアンプである。そして、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０の出力状態に応じて
、定電流制御及び定電圧制御の一方がダイオード４３及び４４からなるダイオードＯＲ回
路によって選択され、フォトダイオード４８ｄの入力状態が決定される。
【００３２】
　定電流制御用のオペアンプ４１の負入力端子（－）には検出回路３０（電流検出抵抗３
３）によって検出された検出電流値が入力され、正入力端子（＋）には出力電流の目標値
（目標電流値）に対応する電圧が初期光束補正回路５０から入力される。なお、オペアン
プ４１の負入力端子と出力端子間には不図示の帰還素子（抵抗、コンデンサ、又はこれら
の直列回路若しくは並列回路）が接続されるものとする。オペアンプ４１は、負入力端子
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に入力される検出電流値と、正入力端子に入力される目標電流値との誤差を増幅して出力
する。言い換えると、ダイオード４３がオンされて定電流制御が選択されている場合には
、オペアンプ４１は、検出電流値が目標電流値に一致するようにフィードバック信号を生
成することになる。
【００３３】
　定電圧制御用のオペアンプ４２の負入力端子（－）には検出回路３０（抵抗３１及び３
２）によって検出された検出電圧値が入力され、正入力端子（＋）には出力電圧の目標電
圧値（上限電圧値）に対応する電圧が電圧源４５から入力される。なお、オペアンプ４２
の負入力端子と出力端子間にも不図示の帰還素子が接続されるものとする。オペアンプ４
２は、負入力端子に入力される検出電圧値と、正入力端子に入力される上限電圧値との誤
差を増幅して出力する。言い換えると、ダイオード４４がオンされて定電圧制御が選択さ
れている場合には、オペアンプ４２は、検出電圧値が上限電圧値に一致するようにフィー
ドバック信号を生成することになる。電圧源４５の電圧値は、制御電源Ｖｃｃ２の分圧値
であればよい。
【００３４】
　ダイオード４３及び４４からなるダイオードＯＲ回路は、オペアンプ４１の出力端子電
圧又はオペアンプ４２の出力端子電圧のいずれか低い方に対してオンする。ダイオードＯ
Ｒ回路の共通アノードはフォトダイオード４８ｄのカソード側に接続される。フォトダイ
オード４８ｄのアノードは電圧源４６に抵抗４７を介して接続される。電圧源４６の電圧
値は、制御電源Ｖｃｃ２等であればよい。フォトトランジスタ４８ｔには、フォトダイオ
ード４８ｄに流れる電流（発光）に応じた出力電流が流れる。このように、制御回路４０
において、検出電流値と目標電流値の誤差又は検出電圧値と上限電圧値の誤差に基づいて
定電流制御又は定電圧制御が実行される。
【００３５】
　制御ＩＣ４９は、一般的なＬＥＤドライバＩＣからなり、制御ＩＣ４９には不図示の周
辺回路素子が適宜接続される。制御ＩＣ４９は、フォトトランジスタ４８ｔの出力状態に
応じたパルス幅のＰＷＭ駆動信号を生成し、それをスイッチング素子２１のゲート電圧と
して出力する。例えば、制御ＩＣ４９は、フォトトランジスタ４８ｔの電流の増加／減少
に対してＰＷＭ制御のオン幅を減少／増加させ、出力電流又は出力電圧を低減／増加させ
る。すなわち、制御回路４０は、出力電圧が上限値以下となる範囲で、出力電流が目標電
流値に一致するようにＤＣ／ＤＣコンバータ２０を定電流制御する。
【００３６】
　初期光束補正回路５０は、例えばマイコンからなり、初期光束補正機能を実行する。初
期光束補正回路５０は、点灯時間取得部５１、目標電流決定部５２、短絡検出リセット部
５３、Ａ／Ｄ変換部５４、記憶部５５及び計時部５６を備え、これらの各部はバスＢによ
って相互に信号又はデータのやり取りが可能な態様で接続される。点灯時間取得部５１、
目標電流決定部５２及び短絡検出リセット部５３はＣＰＵの一部を構成し、このＣＰＵは
、上記各部に含まれない一般的な処理機能を適宜実行できるものとする。Ａ／Ｄ変換部５
４は、検出回路３０の電圧検出回路（抵抗３１及び３２）によって検出された出力電圧を
Ａ／Ｄ変換してマイコンに取り込むものである。なお、Ａ／Ｄ変換部５４はマイコンの外
部にあってもよい。記憶部５５は、データ及びプログラムを記憶するための不揮発性メモ
リである。記憶部５５には、ＬＥＤランプ２の累積点灯時間に対する目標電流値の補正関
数が記憶される。
【００３７】
　点灯時間取得部５１は、ＬＥＤランプ２の累積点灯時間を取得する。累積点灯時間は、
タイマ又はカウンタからなる計時部５６による計時出力から取得され、記憶部５５に記憶
される。したがって、点灯時間取得部５１は記憶部５５を逐次参照して累積点灯時間を取
得する。
【００３８】
　目標電流決定部５２は、累積時間取得部５１によって取得された累積点灯時間を、補正



(11) JP 2017-152169 A 2017.8.31

10

20

30

40

50

関数に適用（代入）して目標電流値を決定し、この目標電流値を制御回路４０のオペアン
プ４１に出力する。なお、初期光束補正機能による調光率の上昇が完了して調光率が１０
０％で一定となっている期間においては、目標値決定の処理を新たに行う必要はない。
【００３９】
　短絡検出リセット部５３は、検出回路３０の電圧検出回路（抵抗３１及び３２）によっ
て検出される出力電圧（検出電圧）が閾値未満となったことに基づいてＤＣ／ＤＣコンバ
ータ２０の出力短絡状態を判別する。この閾値は、ＬＥＤランプ２の順方向電圧Ｖｆと出
力短絡電圧（実質的に０Ｖ）の間であればよい。そして、短絡検出リセット部５３は、出
力短絡状態が判別された場合に記憶部５５に記憶されている累積点灯時間を初期値（すな
わち、０時間）にリセットする。また、短絡検出リセット部５３は、出力短絡状態を判別
した場合に目標電流決定部５２に目標電流値を低減させるようにしてもよい。
【００４０】
　短絡スイッチ回路６０は、トランジスタ６１、抵抗６２、点灯装置側配線６３及びラン
プ側配線６４を備える。本実施形態ではトランジスタ６１はＭＯＳＦＥＴあるが、トラン
ジスタ６１はバイポーラトランジスタであってもよい。なお、本開示において、トランジ
スタの入力端子、基準端子及び制御端子とは、それぞれ、ＭＯＳＦＥＴの場合にはドレイ
ン、ソース及びゲートを意味し、バイポーラトランジスタの場合にはコレクタ、エミッタ
及びベースを意味するものとする。以降の説明において、トランジスタ６１をＦＥＴ６１
ともいう。ＦＥＴ６１のドレイン及びソースがそれぞれ出力ラインＬ１及びＬ２に接続さ
れ、抵抗６２が制御電源Ｖｃｃ２とＦＥＴ６１のゲートとの間に接続される。
【００４１】
　点灯装置側配線６３は、ＦＥＴ６１のゲートとＬＥＤ点灯装置１内部において端子Ｔ５
との間に接続される。ランプ側配線６４は、ＬＥＤランプ２内部において端子Ｔ６とＬＥ
Ｄアレイ２ａのカソード端の間に接続される。なお、端子Ｔ５と端子Ｔ６の間に接続され
る配線Ｗ３は、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取り外された状態において、ＬＥ
Ｄ点灯装置１に接続されている場合には点灯装置側配線６３の一部となり、ＬＥＤランプ
２に接続されている場合にはランプ側配線６４の一部となる。
【００４２】
　ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１に装着されている場合には、点灯装置側配線６３と
ランプ側配線６４が接続されてＦＥＴ６１のゲートと出力ラインＬ２及びソースとが同電
位となり、ＦＥＴ６１はオフ状態となる。一方、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から
取り外された場合には、点灯装置側配線６３とランプ側配線６４が分断されて点灯装置側
配線６３が開回路を形成する。したがって、制御電源Ｖｃｃ２から抵抗６２を介してＦＥ
Ｔ６１のゲート電圧が供給され、ＦＥＴ６１はオン状態となる。すなわち、ＬＥＤランプ
２の未装着時にはＦＥＴ６１によって出力ラインＬ１－Ｌ２間が短絡される。
【００４３】
　なお、一変形例として、図３に示すように、ランプ側配線６４がＬＥＤランプ２内でＬ
ＥＤアレイ２ａに結線されない構成としてもよい。この場合、ＬＥＤ点灯装置１が端子Ｔ
５ａ及びＴ５ｂを有し、ＬＥＤランプ２が端子Ｔ６ａ及びＴ６ｂを有し、端子Ｔ５ａ－Ｔ
６ａ間に配線Ｗ３ａが接続され、端子Ｔ５ｂ－Ｔ６ｂ間に配線Ｗ３ｂが接続される。点灯
装置側配線６３は配線６３ａ及び６３ｂからなり、配線６３ａがＦＥＴ６１のゲートと端
子Ｔ５ａとの間に接続され、配線６３ｂが端子Ｔ５ｂと出力ラインＬ２の間に接続される
。ランプ側配線６４は、端子Ｔ６ａと端子６ｂの間に接続される。配線Ｗ３ａ及びＷ３ｂ
は、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取り外された状態において、ＬＥＤ点灯装置
１に接続されている場合には点灯装置側配線６３の一部となり、ＬＥＤランプ２に接続さ
れている場合にはランプ側配線６４の一部となる。
【００４４】
　上記変形例においても、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１に装着されている場合には
、点灯装置側配線６３ａ及び６３ｂとランプ側配線６４が接続されてＦＥＴ６１のゲート
とソース及び出力ラインＬ２とが同電位となり、ＦＥＴ６１はオフ状態となる。一方、Ｌ
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ＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取り外された場合には、点灯装置側配線６３ａ及び
６４ｂとランプ側配線６４が分断されて点灯装置側配線６３ａ及び６４ｂが開回路を形成
し、ＦＥＴ６１は制御電源Ｖｃｃ２からのゲート電圧の供給によりオン状態となる。すな
わち、ＬＥＤランプ２の未装着時にはＦＥＴ６１によって出力ラインＬ１－Ｌ２間が短絡
される。ただし、本変形例では、図１に示す構成と比べて配線数及び端子数が多い。言い
換えると、図１に示す構成によって、本実施形態の最も簡素な構成が実現される。
【００４５】
　図２を参照して、本実施形態による初期光束補正機能を説明する。図２において、上段
から点灯状態（調光率：％）及び光束が示され、横軸は点灯時間Ｔ（ｈｏｕｒ）である。
なお、調光率は目標電流値を反映しているものとする。調光率が点灯開始時（Ｔ＝０）に
８０％から開始され、ランプ寿命となるＴ＝４００００に達する時点で１００％（全光）
となり、Ｔ＝４００００を超えた後は１００％に維持されるように補正関数が設定される
。このような補正関数の適用によって、光束は、ＬＥＤランプ２の寿命にわたって概ね規
定値αで一定となる。
【００４６】
　ここで、Ｔ＝４２０００において、当初のＬＥＤランプ２（以下、「ＬＥＤランプ２－
１」という）が新たなＬＥＤランプ２（以下、「ＬＥＤランプ２－２」という）に交換さ
れるものとする。この交換は、ＬＥＤランプ２－１が寿命末期となった場合（点灯が継続
している場合）、故障の場合（例えば、ＬＥＤが断線して消灯している場合）等に行われ
る。なお、ＬＥＤランプ２－１が断線した状況（すなわち、出力開放状態）においては、
ＬＥＤランプ２－１がＬＥＤ点灯装置１から取り外される以前に、制御回路４０の定電圧
制御により、出力電圧が上限値で一定となっているものとする。
【００４７】
　いずれの場合であっても、ＬＥＤランプ２－１がＬＥＤ点灯装置１から取り外されると
、点灯装置側配線６３とランプ側配線６４が分断され、ＦＥＴ６１がオンしてＤＣ／ＤＣ
コンバータ２０の出力が短絡される。これにより検出回路３０によって検出される出力電
圧が閾値未満となり、短絡検出リセット部５３は、記憶部５５に記憶されていた累積点灯
時間を初期値（ゼロ）にリセットする。
【００４８】
　出力短絡状態においては、制御回路４０の定電流制御が作用し、スイッチング素子２１
は間欠的に駆動されることになる。また、短絡検出リセット部５３が出力短絡状態を判別
した場合に、目標電流決定部５２が目標電流値を低減させる場合には、スイッチング素子
２１は非常に狭いオン幅で駆動され、又は狭いオン幅で間欠的に駆動される。これにより
、出力短絡中のＤＣ／ＤＣコンバータ２０の動作がより安定する。
【００４９】
　その後、ＬＥＤランプ２－２がＬＥＤ点灯装置１に装着されると、点灯装置側配線６３
とランプ側配線６４が接続され、ＦＥＴ６１がオフされる。これにより、出力短絡状態に
よるリセット動作が解除され、累積点灯時間がゼロの状態から通常の点灯動作が開始され
る。言い換えると、当初ＬＥＤランプ２－１が取り外されてから新たなＬＥＤランプ２－
２が装着されるまで、累積点灯時間が増加することはない。
【００５０】
　なお、上記説明は、交流電源ＡＣが投入された状態でＬＥＤランプ２が交換されること
想定している。交流電源ＡＣが投入されていない状態でＬＥＤランプ２が交換される場合
には、リセット機能の適用のために、当初ＬＥＤランプ２－１を取り外してから新たなＬ
ＥＤランプ２－２を装着するまでの間に少なくとも１回は交流電源ＡＣが投入される必要
がある。これは、後述する第２及び第３の実施形態においても同様である。なお、本開示
において、交流電源ＡＣが投入されている間は、ＬＥＤ点灯装置１は動作するものとする
。
【００５１】
　以上のように、本実施形態（及び後述する第２から第６の実施形態）によるＬＥＤ点灯
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装置１は、目標電流値に応じた出力電流をＬＥＤランプ２に供給可能な直流電源回路（２
０、２５、４０）と、出力電圧を検出する検出回路３０と、初期光束補正機能を実行する
初期光束補正回路５０を備える。初期光束補正回路５０は、ＬＥＤランプ２の累積点灯時
間を取得する点灯時間取得部５１と、累積点灯時間に応じて目標電流値を決定する目標電
流決定部５２と、検出回路３０によって検出される出力電圧が閾値未満となったことに基
づいてＤＣ／ＤＣコンバータ２０の出力短絡状態を判別して累積点灯時間を初期値にリセ
ットする短絡検出リセット部５３を有する。
【００５２】
　このように、短絡検出リセット部５３において、出力電圧が閾値未満になったことに基
づいてＬＥＤ点灯装置１の出力短絡状態が判別され、累積点灯時間を初期値にリセットさ
れる。通常、ＬＥＤランプ２の順方向電圧Ｖｆと出力短絡電圧（実質的にゼロ）との差は
充分に大きいため、閾値を順方向電圧Ｖｆ及び出力短絡電圧の双方から離れた値に設定す
ることができ、誤検出が防止される。また、出力電圧は順方向電圧Ｖｆを確保できる程度
の電圧であればよく、リセット機能の付加に伴う回路高圧化は不要である。したがって、
ＬＥＤランプ２の未装着状態を検出して初期光束補正機能における累積点灯時間のリセッ
トを行う構成について、回路の高圧化を要さずに誤検出を防止することが可能となる。
【００５３】
　また、本実施形態（並びに後述する第２及び第３の実施形態）では、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータ２０の出力ラインＬ１－Ｌ２間に接続された短絡スイッチ回路６０が更に設けられ、
短絡スイッチ回路６０は、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１に装着されている場合には
開放され、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取り外された場合には閉成されて出力
ラインＬ１－Ｌ２間を短絡するように構成される。これにより、ＬＥＤランプ２が未装着
である場合には常に出力短絡状態が得られるので、初期光束補正機能の有無を認識してい
ないユーザ又は初期光束補正機能に関する知識を有しないユーザによってもＬＥＤランプ
２の交換時に確実に累積点灯時間のリセットが実行される。また、ＬＥＤランプ２の未装
着時に出力端子Ｔ１及びＴ２に開放電圧が発生せず、感電の可能性が回避される。
【００５４】
　特に本実施形態では、短絡スイッチ回路６０は、ドレイン及びソースが出力ラインＬ１
及びＬ２にそれぞれ接続されたＦＥＴ６１と、制御回路４０の制御電源Ｖｃｃ２とＦＥＴ
６１のゲートとの間に接続された抵抗６２と、少なくともこのゲートに接続された点灯装
置側配線６３とを備え、ＬＥＤランプ２がランプ側配線６４を含む。そして、ＬＥＤラン
プ２がＬＥＤ点灯装置１に装着されている場合には、点灯装置側配線６３とランプ側配線
６４が接続されてゲートと出力ラインＬ２及びソースとが同電位となることによりＦＥＴ
６１がオフされる。一方、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取り外された場合には
、点灯装置側配線６３とランプ側配線６４が分断されて点灯装置側配線６３が開回路を形
成することによりＦＥＴ６１がオンされる。これにより、上述した誤検出の防止、回路高
圧化の回避、確実なリセットの実行及び感電の防止の効果が簡素な電気的構成で実現され
る。
【００５５】
＜第２の実施形態＞
　上記第１の実施形態では、ＬＥＤ点灯装置１の出力短絡が電気的に行われる構成を示し
たが、本実施形態では出力短絡が機械的に行われる構成を示す。本実施形態では、第１の
実施形態のトランジスタを用いた短絡スイッチ回路６０の代わりに機械的スイッチを用い
た短絡スイッチ回路７０が設けられる。本実施形態と第１の実施形態とは、短絡スイッチ
回路及びＬＥＤランプ２以外の構成は同じである。なお、本実施形態は、ＬＥＤ点灯装置
１とＬＥＤランプ２が一体化された一体型ＬＥＤ照明装置に適用される。
【００５６】
　図４Ａ及び図４Ｂに、本実施形態の短絡スイッチ回路７０を示す。短絡スイッチ回路７
０は、導電部材７１及び７２、可動導電部材７３、弾性部材７４及び絶縁部材７５を備え
る。導電部材７１及び７２は、それぞれ出力ラインＬ１及びＬ２に接続される。可動導電
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部材７３は、弾性部材７４と絶縁部材７５の間に挟まれ、ＬＥＤ点灯装置１の外内方向に
移動可能である。可動導電部材７３は、ＬＥＤ点灯装置１の内部から外部に向かう弾性部
材７４の弾性力と、ＬＥＤ点灯装置１の外部から内部に向かう絶縁部材７５を介した外部
（ＬＥＤランプ２）からの押圧力とによってその位置が決定される。弾性部材７４は、可
動導電部材７３をＬＥＤ点灯装置１の外部方向に押圧できるものであれば、どのような部
材であってもよい。また、本例では絶縁部材７５はＬＥＤ点灯装置１側に収容されるが、
絶縁部材７５はＬＥＤランプ２側に取り付けられていてもよい。
【００５７】
　図４Ａに示すように、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１に装着されている場合には、
可動導電部材７３及び絶縁部材７５はＬＥＤランプ２によってＬＥＤ点灯装置１の内部方
向に押し込まれ、これにより可動導電部材７３は導電部材７１及び７２の少なくとも一方
（本例では両方）から離隔する。したがって、導電部材７１と導電部材７２は絶縁される
。一方、図４Ｂに示すように、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取り外された場合
には、可動導電部材７３及び絶縁部材７５は、弾性部材７４の弾性力によってＬＥＤ点灯
装置１の外部方向に押圧され、これにより可動導電部材７３が導電部材７１及び７２に接
触する。したがって、出力ラインＬ１と出力ラインＬ２が短絡される。
【００５８】
　したがって、当初ＬＥＤランプ２－１がＬＥＤ点灯装置１から取り外されると、導電部
材７１、導電部材７２及び可動導電部材７３が接触し、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０の出力
が短絡される。これにより検出回路３０によって検出される出力電圧が閾値未満となり、
短絡検出リセット部５３は、記憶部５５に記憶されていた累積点灯時間を初期値（ゼロ）
にリセットする。
【００５９】
　その後、新たなＬＥＤランプ２－２がＬＥＤ点灯装置１に装着されると、導電部材７１
と導電部材７２が絶縁され、出力短絡状態によるリセット動作が解除されて累積点灯時間
がゼロの状態から通常の動作が開始される。言い換えると、当初ＬＥＤランプ２－１が取
り外されてから新たなＬＥＤランプ２－２が装着されるまで、累積点灯時間が増加するこ
とはない。
【００６０】
　以上のように、本実施形態のＬＥＤ点灯装置１によると、短絡スイッチ回路７０は、出
力ラインＬ１に接続された導電部材７１、出力ラインＬ２に接続されて導電部材７１から
離隔した導電部材７２、及び可動導電部材７３を備える。そして、ＬＥＤランプ２がＬＥ
Ｄ点灯装置１に装着されている場合には可動導電部材７３が導電部材７１及び７２の少な
くとも一方と非接触となり、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取り外された場合に
は可動導電部材７３が導電部材７１及び７２の双方に接触するように構成される。この構
成によっても、第１の実施形態に関して上述した誤検出の防止、回路高圧化の回避、確実
なリセットの実行及び感電の防止の効果が簡素な機械的構成で実現される。
【００６１】
＜第３の実施形態＞
　上記第２の実施形態では、ＬＥＤ点灯装置１の出力短絡が機械的に行われる構成を示し
た。本実施形態では出力短絡が機械的に行われる構成の代替例を示す。本実施形態と第２
の実施形態とは、短絡スイッチ回路７０及びＬＥＤランプ２以外の構成は同じである。な
お、本実施形態も、ＬＥＤ点灯装置１とＬＥＤランプ２が一体化された一体型ＬＥＤ照明
装置に適用される。
【００６２】
　図５Ａ及び図５Ｂに、本実施形態の短絡スイッチ回路７０を示す。短絡スイッチ回路７
０は、導電部材７６及び７７並びに絶縁部材７８を備える。導電部材７６及び７７は、そ
れぞれ出力ラインＬ１及びＬ２に接続される。導電部材７６は接点部７６ａ及び弾性部７
６ｂを有し、導電部材７７は接点部７７ａを有する。弾性部７６ｂは接点部７６ａを接点
部７７ａの方向に押圧する。なお、弾性部７６ｂと同様の弾性部が導電部材７７に設けら
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れてもよい。絶縁部材７８は、例えば絶縁板からなり、ＬＥＤランプ２に取り付けられる
。
【００６３】
　図５Ａに示すように、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１に装着されている場合には接
点部７６ａと接点部７７ａの間に絶縁部材７８が挿入され、導電部材７６と導電部材７７
が絶縁される。一方、図５Ｂに示すように、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取り
外された場合には、接点部７６ａと接点部７７ａとの間から絶縁部材７８が引き抜かれ、
弾性部７６ｂの弾性力により、接点部７６ａが接点部７７ａに当接し、出力ラインＬ１と
出力ラインＬ２が短絡される。
【００６４】
　したがって、当初のＬＥＤランプ２－１がＬＥＤ点灯装置１から取り外されると、導電
部材７６と導電部材７７が接触し、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０の出力が短絡される。これ
により検出回路３０によって検出される出力電圧が閾値未満となり、短絡検出リセット部
５３は、記憶部５５に記憶されていた累積点灯時間を初期値（ゼロ）にリセットする。
【００６５】
　その後、新たなＬＥＤランプ２－２がＬＥＤ点灯装置１に装着されると、導電部材７６
と導電部材７７が絶縁部材７８によって絶縁され、出力短絡状態によるリセット動作が解
除されて累積点灯時間がゼロの状態から通常の動作が開始される。言い換えると、当初Ｌ
ＥＤランプ２－１が取り外されてから新たなＬＥＤランプ２－２がＬＥＤ点灯装置１に装
着されるまで、累積点灯時間が増加することはない。
【００６６】
　以上のように、本実施形態のＬＥＤ点灯装置１によると、短絡スイッチ回路７０が、出
力ラインＬ１に接続された導電部材７６及び出力ラインＬ２に接続された導電部材７７を
備え、ＬＥＤランプ２が絶縁部材７８を備える。そして、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装
置１に装着されている場合には導電部材７６と導電部材７７の間に絶縁部材７８が挿入さ
れて導電部材７６と導電部材７７が絶縁され、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１から取
り外された場合には導電部材７６と導電部材７７が接触して導通するように構成される。
この構成によっても、第１の実施形態に関して上述した誤検出の防止、回路高圧化の回避
、確実なリセットの実行及び感電の防止の効果が簡素な機械的構成で実現される。
【００６７】
＜第４の実施形態＞
　上記第１から第３の実施形態では、累積点灯時間のリセットがＬＥＤランプ２の交換に
伴って自動的に行われる構成を示したが、第４の実施形態では、ユーザによる手動的な累
積点灯時間のリセット操作（以下、「リセット操作」という）が出力配線Ｗ１又はＷ２の
接続変更によって実行される構成を示す。本実施形態の構成は、ＬＥＤ点灯装置１とＬＥ
Ｄランプ２が別置される構成に適する。
【００６８】
　図６Ａ及び図６Ｂに示すように、出力配線Ｗ１の一端及び他端にコネクタＣ１１及びＣ
１２がそれぞれ接続され、出力配線Ｗ２の一端及び他端にコネクタＣ２１及びＣ２２がそ
れぞれ接続され、コネクタＣ１１及びＣ２１がそれぞれ出力端子Ｔ１及びＴ２に接続され
る。図６Ａに示すように、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１に装着される場合、コネク
タＣ１２及びＣ２２は、それぞれＬＥＤランプ２の入力端子Ｔ３及びＴ４に、直接に、又
は不図示の他の出力配線及びそれに付随するコネクタを介して接続される。
【００６９】
　ここで、コネクタＣ１２とコネクタＣ２２とは接続可能に構成される。ユーザは、コネ
クタＣ１２及びＣ２２を入力端子Ｔ３及びＴ４（又は他の出力配線のコネクタ）から外し
て当初ＬＥＤランプ２－１をＬＥＤ点灯装置１から取り外した後に、図６Ｂに示すように
、コネクタＣ１２とコネクタＣ２２とを接続することができる。コネクタＣ１２とコネク
タＣ２２が接続されることにより、出力端子Ｔ１／コネクタＣ１１→出力配線Ｗ１→コネ
クタＣ１２→コネクタＣ２２→出力配線Ｗ２→コネクタＣ２１／出力端子Ｔ２に電流経路
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が形成され、出力ラインＬ１－Ｌ２が短絡される。
【００７０】
　また、代替例として、コネクタＣ１２と出力端子Ｔ２とが接続可能に構成され、コネク
タＣ２１が出力端子Ｔ２から取り外された上でコネクタＣ１２と出力端子Ｔ２が接続され
、出力端子Ｔ１／コネクタＣ１１→出力配線Ｗ１→コネクタＣ１２／出力端子Ｔ２のよう
に接続されるようにしてもよい。また逆に、コネクタＣ２２と出力端子Ｔ１とが接続可能
に構成され、コネクタＣ１１が出力端子Ｔ１から取り外された上でコネクタＣ２２と出力
端子Ｔ１が接続され、出力端子Ｔ１／コネクタＣ２２→出力配線Ｗ２→コネクタＣ２１／
出力端子Ｔ２のように接続されるようにしてもよい。また、コネクタＣ１２とコネクタＣ
２２とが延長配線を介して接続され、出力端子Ｔ１／コネクタＣ１１→出力配線Ｗ１→コ
ネクタＣ１２→延長配線→コネクタＣ２２→出力配線Ｗ２→コネクタＣ２１／出力端子Ｔ
２のように接続されるようにしてもよい。
【００７１】
　ただし、いずれの場合であっても、各コネクタの結合構成（コネクタの種類、雄／雌等
）が上記の接続を可能とするように設定される必要がある。また、いずれの場合であって
も、リセット機能の適用のために、該当のコネクタが接続された状態（すなわち、出力ラ
インＬ１－Ｌ２が短絡された状態）で交流電源ＡＣが投入されるか、交流電源ＡＣが投入
された状態で該当のコネクタが接続される必要がある。
【００７２】
　以上のように、本実施形態（及び後述の第５から第８の実施形態）のＬＥＤ点灯装置１
では、ＬＥＤランプ２の未装着時に、出力ラインＬ１と出力ラインＬ２とがユーザ操作に
よって短絡されるように構成されるので、簡便なリセット操作が可能となる。
【００７３】
　特に本実施形態のＬＥＤ点灯装置１は、出力ラインＬ１に一端が接続された出力配線Ｗ
１と、出力配線Ｗ１の他端に接続されたコネクタＣ１２と、出力ラインＬ２に一端が接続
された出力配線Ｗ２と、出力配線Ｗ２の他端に接続されたコネクタＣ２２とを備え、コネ
クタＣ１２とコネクタＣ２２とは接続可能に構成され、ＬＥＤランプ２の未装着時にコネ
クタＣ１２がコネクタＣ２２に接続されることにより、出力ラインＬ１が出力ラインＬ２
の他方に短絡される。また、代替として、ＬＥＤ点灯装置１は、出力ラインＬ１（又はＬ
２）に一端が接続された出力配線Ｗ１（又はＷ２）と、出力配線Ｗ１（又はＷ２）の他端
に接続されたコネクタＣ１２（Ｃ２２）と、出力ラインＬ１（又はＬ２）に接続された出
力端子Ｔ２（Ｔ１）とを備え、コネクタＣ１２（Ｃ２２）と出力端子Ｔ２（Ｔ１）とが接
続可能に構成され、ＬＥＤランプ２の未装着時にコネクタＣ１２（Ｃ２２）が出力端子Ｔ
１（Ｔ２）に接続されることにより、出力ラインＬ１と出力ラインＬ２とが短絡される。
これにより、累積点灯時間リセット機能を有しないＬＥＤ照明装置に対する追加部品が不
要であり、コストアップが回避される。また、コネクタの結合により、ＬＥＤ点灯装置１
の出力短絡状態を長時間保持することが容易となる。また、ＬＥＤランプ２の未装着期間
に上記コネクタの結合が保持されることにより、出力配線Ｗ１若しくはＷ２の端部又は出
力端子Ｔ１若しくはＴ２へのユーザの接触による感電のおそれをなくすことができる。
【００７４】
＜第５の実施形態＞
　上記第４の実施形態では、リセット操作が出力配線Ｗ１及びＷ２のコネクタ接続変更に
よって実行される構成を示したが、本実施形態では、リセット操作が短絡用治具によって
実行される構成を示す。
【００７５】
　図７に示すように、リセット操作は、短絡用治具４のユーザ操作により実行される。Ｌ
ＥＤ点灯装置１の出力端子Ｔ１及びＴ２は、ＬＥＤランプ２が取り外されると露出するよ
うに構成される。短絡用治具４は、出力端子Ｔ１及びＴ２の双方に接触可能な接触部４ａ
及び４ｂを有する導電部４ｃと、導電部４ｃの少なくとも一部を覆う絶縁部４ｄを有して
いればよい。すなわち、ユーザが絶縁部４ｄの部分を保持して接触部４ａ及び４ｂをそれ
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ぞれ出力端子Ｔ１及びＴ２に接触させることにより、出力ラインＬ１－Ｌ２が短絡され、
リセット操作が実行される。
【００７６】
　なお、上記第４の実施形態の代替例において示した延長配線（コネクタＣ１２とコネク
タＣ２２の間に接続され得る配線）は、被覆されていることを条件に本実施形態でいう短
絡用治具の一例といえる。この場合、延長配線の両端部が接触部４ａ及び４ｂ並びにその
間の導体部４ｃに相当し、被覆の部分、並びに接触部４ａ及び４ｂにコネクタが接続され
ている場合には当該コネクタが絶縁部４ｄに相当する。
【００７７】
　いずれの場合であっても、リセット機能の適用のために、出力端子Ｔ１と接触部４ａ及
び出力端子Ｔ２と接触部４ｂとが接触された状態で交流電源ＡＣが投入されるか、交流電
源ＡＣが投入された状態で上記接触が行われる必要がある。
【００７８】
　このように、短絡用治具４が、接触部４ａ及び４ｂと、接触部４ａ及び４ｂの間に接続
された導体部４ｃと、導体部４ｃの少なくとも一部を覆う絶縁部４ｄとを備え、ＬＥＤラ
ンプ２の未装着時に、出力端子Ｔ１及びＴ２が露出するように構成され、露出された出力
端子Ｔ１及びＴ２に接触部４ａ及び４ｂがそれぞれ接触されて出力ラインＬ１－Ｌ２が短
絡される。このような短絡用治具４は簡素な構成で作製可能であり、高い汎用性のＬＥＤ
点灯装置１が得られる。
【００７９】
＜第６の実施形態＞
　上記第５の実施形態では、リセット操作が短絡用治具４を用いて実行される構成を示し
たが、本実施形態では、リセット操作がＯＮ／ＯＦＦスイッチを用いて実行される構成を
示す。
【００８０】
　図８に示すように、ＬＥＤ点灯装置１の外部面に、ユーザによって操作可能なＯＮ／Ｏ
ＦＦスイッチ５が設けられる。ＯＮ／ＯＦＦスイッチ５は、トグルスイッチ、ロッカース
イッチ、押しボタンスイッチ、タクタイルスイッチ等であればよい。ＯＮ／ＯＦＦスイッ
チ５は、出力ラインＬ１に接続された配線５ａと出力ラインＬ２に接続された配線５ｂと
の間に配置され、オン状態において出力ラインＬ１と出力ラインＬ２を短絡する。
【００８１】
　ＬＥＤ点灯装置１とＬＥＤランプ２が一体化される構成の場合、ＬＥＤランプ２がＬＥ
Ｄ点灯装置１に装着されている場合にユーザが誤って又は偶発的にＯＮ／ＯＦＦスイッチ
５を操作しないようにＯＮ／ＯＦＦスイッチ５が配置されてもよい。例えば、ＬＥＤラン
プ２がＬＥＤ点灯装置１に装着されている場合には、ＯＮ／ＯＦＦスイッチ５がＬＥＤラ
ンプ２に覆われるように配置される。また、ＬＥＤランプ２がＬＥＤ点灯装置１に装着さ
れるとＬＥＤランプ２の所定部位がＯＮ／ＯＦＦスイッチ５の操作部に当接して、ＯＮ／
ＯＦＦスイッチ５がオフ状態とされるようにしてもよい。これにより、新たなＬＥＤラン
プ２－２の装着前にユーザがＯＮ／ＯＦＦスイッチ５をオフし忘れたとしても、装着時に
はＯＮ／ＯＦＦスイッチ５はオフとなる。ただし、リセット機能の適用のために、ＯＮ／
ＯＦＦスイッチ５がオンされた状態で交流電源ＡＣが投入されるか、交流電源ＡＣが投入
された状態でＯＮ／ＯＦＦスイッチ５がオンされる必要がある。
【００８２】
　以上のように、本実施形態のＬＥＤ点灯装置１は、出力ラインＬ１－Ｌ２間に接続され
たＯＮ／ＯＦＦスイッチ５を備え、ＯＮ／ＯＦＦスイッチ５がオンされた場合に出力ライ
ンＬ１と出力ラインＬ２が短絡される。このようなＯＮ／ＯＦＦスイッチ５は操作が容易
であり、確実なリセット操作が促進される。また、ＬＥＤランプ２の未装着期間にＯＮ／
ＯＦＦスイッチ５がオン状態に保持されることにより、出力端子Ｔ１及びＴ２に開放電圧
が発生せず、感電の可能性が回避される。
【００８３】
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＜第７の実施形態＞
　上記第６の実施形態では、リセット操作がＯＮ／ＯＦＦスイッチ５を用いて実行される
構成を示したが、本実施形態では、リセット操作がダミーモジュールを用いて実行される
構成を示す。
【００８４】
　図９に示すように、ダミーモジュール６は、ＬＥＤランプ２におけるＬＥＤアレイ２ａ
が短絡配線６ａに置き換えられたもの又はＬＥＤランプ２におけるＬＥＤアレイ２ａが短
絡配線６ａによって短絡されたものである。したがって、外部構造において、ＬＥＤラン
プ２とダミーモジュール６とは実質的に同一であり、ダミーモジュール６はユーザによっ
て容易にＬＥＤ点灯装置１に着脱される。なお、図９においてはＬＥＤ点灯装置１とＬＥ
Ｄランプ２が一体化される構成を示すが、本実施形態の構成はＬＥＤ点灯装置１とＬＥＤ
ランプ２が別置される構成にも適用可能である。
【００８５】
　当初ＬＥＤランプ２－１がＬＥＤ点灯装置１から取り外されてから、新たなＬＥＤラン
プ２－２がＬＥＤ点灯装置１に装着されるまでの期間は、ダミーモジュール６がＬＥＤ点
灯装置１に装着される。これにより、短絡配線６ａによって、ＬＥＤ点灯装置１の出力が
短絡される。また、ダミーモジュール６において、ＬＥＤアレイ２ａが短絡配線によって
短絡されている場合には、リセット操作後にその短絡配線を取り除くことにより、ダミー
モジュール６をそのままＬＥＤランプ２として使用することもできる。
【００８６】
　いずれの場合であっても、リセット機能の適用のために、ダミーモジュール６がＬＥＤ
点灯装置１に装着された状態で交流電源ＡＣが投入されるか、交流電源ＡＣが投入された
状態でダミーモジュール６がＬＥＤ点灯装置１に装着される必要がある。
【００８７】
　以上のように、本実施形態のＬＥＤ点灯装置１では、ＬＥＤランプ２におけるＬＥＤア
レイ２ａが短絡配線６ａに置き換えられたもの又はＬＥＤアレイ２ａが短絡配線６ａによ
って短絡されたものに相当するダミーモジュール６が提供され、ＬＥＤランプ２の代わり
にダミーモジュール６が装着されることによって出力ラインＬ１と出力ラインＬ２が短絡
される。このように、累積点灯時間リセット機能を有しないＬＥＤ照明装置に対して、短
絡配線６ａ以外に実質的な追加部品が不要であり、コストアップが回避される。また、ダ
ミーモジュール６はＬＥＤランプ２と同様にＬＥＤ点灯装置１に保持可能な構成であるこ
とから、ＬＥＤ点灯装置１の出力短絡状態を長時間保持することが容易となる。また、ダ
ミーモジュール６は、ＬＥＤランプ２の未装着時に出力端子Ｔ１及びＴ２又は出力配線Ｗ
１及びＷ２の端部が露出されないようにするカバーとしても機能し、これらの部位へのユ
ーザの接触による感電のおそれをなくすことができる。特に、ＬＥＤ点灯装置１とＬＥＤ
ランプ２が一体化される構成の場合、ＬＥＤ点灯装置１の回路の露出が防止され、回路へ
の異物（水分、埃等）の付着等に起因する故障を防止することができる。
【００８８】
＜第８の実施形態＞
　上記第７の実施形態では、ダミーモジュール６が短絡配線６ａを有する構成を示したが
、本実施形態では、ＬＥＤ照明装置３を構成するＬＥＤランプがダイオードによる短絡経
路を有する構成を示す。
【００８９】
　図１０Ａは通常点灯時のＬＥＤ照明装置３を示し、図１０Ｂはリセット操作時のＬＥＤ
照明装置３を示す。図１０Ａ及び図１０Ｂに示すように、本実施形態のＬＥＤランプ２Ａ
は、ＬＥＤアレイ２ａに対して逆極性に並列接続された（すなわち、逆並列接続された）
ダイオード２ｂを備える点で上記各実施形態のＬＥＤランプ２と異なる。通常使用時は、
図１０Ａに示すように、出力端子Ｔ１及びＴ２が入力端子Ｔ３及びＴ４にそれぞれ接続さ
れる。一方、リセット操作時には、図１０Ｂに示すように、出力端子Ｔ１及びＴ２が入力
端子Ｔ４及びＴ３にそれぞれ接続される。以下、図１０Ｂに示す接続態様を「反転装着」
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という。したがって、通常使用時にはＬＥＤアレイ２ａが通電され、リセット操作時には
ダイオード２ｂが通電される。ダイオード２ｂの順方向電圧降下は１Ｖ程度であるので、
リセット操作時には出力ラインＬ１－Ｌ２が実質的に短絡される。
【００９０】
　なお、図１０Ａ及び１０ＢにおいてはＬＥＤ点灯装置１とＬＥＤランプ２Ａが一体化さ
れる構成を示すが、本実施形態の構成はＬＥＤ点灯装置１とＬＥＤランプ２Ａが別置され
る構成にも適用可能である。一体構成の場合であっても別置構成の場合であっても、上記
反転装着が構造上可能となるようにＬＥＤランプ２Ａ又は関係するコネクタが構成される
ものとする。
【００９１】
　ユーザは、ＬＥＤランプ交換時にＬＥＤランプ２Ａを反転装着することによってリセッ
ト操作を実行することができる。ここで、交換前の当初ＬＥＤランプ又は交換される新た
なＬＥＤランプの少なくとも一方がＬＥＤランプ２Ａであればよく、当初ＬＥＤランプを
取り外してから新たなＬＥＤランプを点灯可能に装着するまでの間にＬＥＤランプ２Ａが
反転装着されればよい。そして、交換前のＬＥＤランプがダイオード２ｂを有しない通常
のＬＥＤランプであっても、新たなＬＥＤランプがダイオード２ｂを有するＬＥＤランプ
２Ａであれば、それによりリセット操作が可能となる。
【００９２】
　また、いずれの場合であっても、リセット機能の適用のために、ＬＥＤランプ２ＡがＬ
ＥＤ点灯装置１に反転装着された状態で交流電源ＡＣが投入されるか、交流電源ＡＣが投
入された状態でＬＥＤランプ２ＡがＬＥＤ点灯装置１に反転接続される必要がある。
【００９３】
　以上のように、本実施形態のＬＥＤ照明装置３では、ＬＥＤランプ２Ａが、入力端子Ｔ
３及びＴ４間にＬＥＤアレイ２ａ及びＬＥＤアレイ２ａに逆並列接続されたダイオード２
ｂを備え、出力端子Ｔ１及びＴ２がそれぞれ入力端子Ｔ３及びＴ４に対して直接に又は出
力配線Ｗ１及びＷ２を介して接続可能に構成されるとともに、出力端子Ｔ１及びＴ２がそ
れぞれ入力端子Ｔ４及びＴ３に対して直接に又は出力配線Ｗ１及びＷ２を介して接続可能
に構成される。これにより、交換前後のいずれかのＬＥＤランプが本実施形態のＬＥＤラ
ンプ２Ａであればリセット操作が可能となり、ユーザは、リセット操作のために新品ＬＥ
Ｄランプ以外に新たな部材を用意する必要がなく、リセット操作の簡便性が得られる。
【００９４】
＜変形例＞
　以上に本発明の好適な実施形態を示したが、本発明は、例えば以下に示すように種々の
態様に変形可能である。
【００９５】
（１）限流素子の追加
　上記各実施形態では、ＬＥＤ点灯装置１の出力短絡状態においては、出力電流のループ
の直流抵抗成分は、電流検出抵抗３３及びＦＥＴ６１のオン抵抗、又は電流検出抵抗３３
のみとなる。一方、出力短絡時に出力電流の経路中に（すなわち、短絡経路中に）、低抵
抗素子、サージ吸収用インダクタ、ダイオード等の他の限流素子又は整流素子が接続され
る構成としてもよい。この場合においても、出力ラインＬ１と出力ラインＬ２とが実質的
に短絡されることになり、本開示でいう出力短絡状態が得られるものとする。
【００９６】
（２）出力電流制御の変形
　上記各実施形態では、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０及び制御回路４０における出力電流制
御に電流フィードバックが採用される構成を示したが、より簡素な構成として出力電流制
御にフィードフォワードが採用される構成も可能である。この場合、検出回路３０は、電
圧検出回路（抵抗３１及び３２）のみを含んでいればよい。制御回路４０において、光束
補正回路５０の目標電流決定部５２の出力は、適切な増幅回路を介してフォトダイオード
４８ｄに入力される。これにより、制御回路４０は、目標電流決定部５２によって決定さ
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することができる。
【符号の説明】
【００９７】
１　ＬＥＤ点灯装置
２、２Ａ　ＬＥＤランプ
２ａ　ＬＥＤアレイ
２ｂ　ダイオード
３　ＬＥＤ照明装置
４　短絡用治具
５　ＯＮ／ＯＦＦスイッチ
６　ダミーモジュール
６ａ　短絡配線
２０　ＤＣ／ＤＣコンバータ（直流電源回路）
２５　補助電源回路（直流電源回路）
３０　検出回路
４０　制御回路（直流電源回路）
５０　初期光束補正回路
５１　点灯時間取得部
５２　目標電流決定部
５３　短絡検出リセット部
６０、７０　短絡スイッチ回路
６１　ＦＥＴ（トランジスタ）
６２　抵抗
６３、６３ａ、６３ｂ　点灯装置側配線
６４　ランプ側配線
７１、７２、７６、７７　導電部材
７３　可動導電部材
７４　弾性部材
７５、７８　絶縁部材
Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ２１、Ｃ２２　コネクタ
Ｌ１、Ｌ２　出力ライン
Ｔ１、Ｔ２　出力端子
Ｔ３、Ｔ４　入力端子
Ｗ１、Ｗ２　出力配線
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